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８６歳になったトシさんが話し出します。 

「先生あのなぁ、おらぁ久し振りに息子の夢み

たっけ。」 

トシさんの息子さんは３５歳で胃癌で他界し、ト

シさんの立場にすれば、６人兄弟の末っ子を失

ったということになります。話は以下のように続

きます。 
 

            

どういうわけか、大きな運動場がいくつか合わさったような広々としたお寺の本堂らしき

ところに立っていたら、息子が小走りで駆け寄り話しかけてきたそうです。 

 「お母ちゃん、俺は今、仏様の近くに寄せてもらって、仏様のお手伝いのようなことを 

 させてもらっているから心配しなくていいから。」 

見れば周りはやや寒々とした季節なのに息子は裸足。きちんと洗濯したものを着ては

いたけれども、やや薄手のように見えて寒いだろうにと不憫に思ったとのこと。 

そんな息子が手に自分の息を吹きかけ吹きかけ話すものだから、トシさんはますます

可哀想に思ったようでしたが、トシさんはその“可哀想”という言葉を飲み込んで、 

 「そりゃあ良かった。しっかり仏様にお仕えしなさいよ。」と話すと息子は「うん、大丈夫 

 だ。」と微笑んだそうです。 

 「ところで父さんはどこさいた？」と尋ねると、 

 「ああ、向こう方で修行している。呼んできてやりたいけれども、俺はすぐ仏様の所  

あに戻らなければならないから。」 

 「いいよ、いいよ。父さんも元気であればそれでいい。」とトシさん。 

 「じゃあ、俺は行くけど、お母ちゃんは俺のことは何も心配することはないから。」 

と言って小さく手を振ると、駆け足で広くて霧がかかっている奥の方へ走り去っていっ

たとのこと。トシさんは心から安心したようで、不思議と涙も出ずやっと気持ちが解放さ

れたというようなことを私に話しました。 

 

 

以後、外来で時々息子さんのことを話しては、ふと暗くなる表情がトシさんから消え、自

宅の居間にある息子さんの小さなスタンド写真を、真正面から見ることができるように

なったと後から聞きました。 
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